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社会的態度の 親子 3者関係の国際比較
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問題設定

　現代 社会 に お い て 、人 々 が ど．の よ うな価 値 志 向

（例 ；権威主義 的態度 、 集団同調性）をも っ て お り、

い かな る精神状態 （例 ： 自尊心 、 不安感、満足度）に

あるの か を解明す る研 究は 、 社会意識論と して社会学

の
一

領域を構成 して い る 。 そ こ で は、い かな る社会的

要因が こ うした社会的態度の 形成 に 関与す るの かを明

ら か に する こ

’
とが 重要な論 点 とされ て きた 。 しか し、

社会意識論として 社会的態度 の 形成要因を検討する際

に は、多くの 場合、成人 （とりわけ有職男性 ）が分析

対象 とな り、必然的 に階層的要因に 焦点を絞 っ た 「階

層意識 （階層に よ る意識差） の 研究」 とい う形態が と

られる e

　一
方 、社会的態度の 形成を 、

パ ーソ ナ リテ ィ 形成の

一
環 として み るな らば、成人 で はな く、 青少年を分析

対象として 、 社会化 工 一ジ ェ ン トで ある家族 （両親）

や学校 教育機関の関与の様態が注目されるこ とに な る。

しか し、 社会意識論で扱われ る社会的態度 （広義の階

層意識）の 形成過程 に つ い て 、青少年期の要因に 注目

して検討 し た計量研究は多 くはな く、そ の 様態は明 ら

か に はな っ て い ない 。

　そ こ で われわ れは 、 過去10年以上 に わた り、就学期

の 青少年を対象と して 、両親 と学校教育とい う社会化

工
一

ジ ェ ン トに よる社会的態度の形成過程を多元的に

解明 して き た わけ で あ る （吉川 二 1994） 。 今回の 報告

では、そ の うちの 社会的態度の 形成における、父親 と

母親 の 関与 の 様態に注 目する 。

　 パ ー
ソ ナ リテ ィ の 親子関係を扱うの に は 2 つ の視点

が考え られる。ひとつ めは、社会化工 一ジェ ン トとし

て の 両親 の 働きかけの 様式 自体を検討する もの で 、子

育 て 行動 の 研究 として
一

括で きるもの で ある 。
こ れに

対 し、こ こ で 採用 しよ うとしてい る第二 の視点は、両

親 （前世代 ）と子 ども （次世代 ）の 社会意識が 、 様 々

な相互作用 の 結果 として 、ど の よ うに 連関 して い るか

をみる、社会意識の世代間関係の研究で ある 。

　そ して こ の 視点 は 、　「再生産 論 ； 世代間 の 階 層

（非）移動の メカニ ズ ム を主体的 、 文化的要因か ら説

明する議論」 で 前提とされて きた、主体的、文化的嬰

因 （広義 の 階層 意識 ）の 同
一家族内で の 親密な伝達 ・

共有を計量的 に 傍 証 す る こ とに もつ なが る と判断され

る 。 さらに 、 社会化とい う視点で 、やは り画
一

的に強

い 関連が想定 されてき た 親子関係 （こ とに 母子関係 ）

を、・青少年期 の 社会意識 の諸側面 （価値志 向、感情 ・

情緒、心 的能力） の世代 間関係と して 精緻 化す る こ と

に もつ なが る。

　そ して こ うした分野 で は 、単 な る欧米 の 理論 の 紹

介 ・導入 で はな く、現代 日本社会の 固有の 事実の 把握

と命題 の 構築が希求 されてはい る もの の 、 計量的なII1

際比較研 究はほとん ど行 われてはい ない の が実状で あ

る。そ こ で 上述の議論 の代表例 として 、 ボール ズ ・ギ

ン タ ス （1974）、パ ー
ソ ン ズ （1956） な どを想定 し、

彼らの 理論構築の 際の リア リテ ィの 源泉とな っ た、70

年代の ア メ．リカの デ
ー

タと、90年代 の 日 本 の デー
タの

比較研究を行な っ たのであ る 。

網査 データ

’
M ，コ ーンを中心 と した研究 グ ル “プ は g 社会意識

と生活条件の 関係を計量 的 に 明 らか に す る ため に 、

1974年にア メ リカ で 、 大規模な全国調査を実施 して い

る 。 こ の 調査計画の 特色は、同
』家族 内の 父親、母親、

子ども （就学期 の 青少年） の 3 者に 全く同様 の 質問を

行 い 、親子 3者の 社会意識を獲得 して い る こ とで ある。

　一
方われ われは 、

』1992年に兵庫、島根、石 川県 に お

い て 、こ の 調査と全く同様の 質問票 を用 い た親子 3 者

の 調査 （「青少年の生活 と意識に 関する調査 」）を実

施 した （3 者有効 回答数 ：686サ ン プ ル ）
1
。親子 3 者

に 同
一

の質問票を用 い た 調査を行な っ たデ
ー

タは、単

独 で も他に 類例を み な い貴重な もの で あ る 。加え て こ

の デ
ー

タに は、上 述の 経緯か ら 、 ア メ リカ で の 全国規

模 の 調査 とかな り厳密な比較可能姓があ る こ とが特筆

され る。

　そ こ で今回 は 、
こ の 90年代 の 日 本 の デ ータ を分 析 す

ると同時に、70年代の ア メ リカの 調査デー
タを、コ ー

ン らの 許可を得て再分析し、結 果 を比較す る 。 た だ し」

一 147一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

先行研究の 蓄積 の 少な い 、こ う した研究 で は、独創的

な理論を展開す るよりも、まず記述的な事実を多くの

研究者 と共 有する こ と が 重要に な る 。 したが っ て 、 こ

こ で は、誰 に で も分か る基本的な分析枠組で 国際比較

の 結果を提示す るこ とに した 。

分析 （権威主 義的伝統主義を例として ）

　こ こ で まず問題 とな る の は 、社 会意識 が 世代 間 で 、

どの よう に 関連 して い るか とい うこ とである 。 こ れを、

社会移動研究の 世代間移動表 の 発想 をその まま援用 し

て 分析す るとすれば、以下 の よ うな クロ ス 表が想定さ

れ る。

表 1　 「権 威者 に 対 する絶対 服従」 の 項 目の 「世代間 移動表 」
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x2 検定の 結果 ：　 pく 5％ で 非独立

　これに より父子間の 社会意識に は 、 父親が権威主義

的で あれば子 ど もも権威主義的で あ る とい う 、 線形関

連がある こ とが知 られる 。

　 しか し、こ う した ク ロ ス 表を提示 しただ け で は 、以

下の 問題 が生 じる 。 それは 1） こ こ で 扱 う社 会意識が、

複数 の質問項目で構成さ れ る潜在的な 態度尺 度因子 で

あるとい うこ と 、 2）この ク ロ ス表の カテ ゴ リ
ーに は

客観的な意味は な い た め 、結 局セ ル の 中身で は な く、

表全体の線形関連 に焦点がおかれるとい うこ と 、 3）

世代間関係 を考えるには 、 父子関係だけではな く、 母

子関係 も考えなければならない こ との 3 点で ある 。

　 した が っ て 、 3者それぞれ の 因子 を相互 に 影響する

こ とな く測定 し、 そ の 関係を 3者間相関と して算出す

る モ デ ル が 、 国際比較の基本的な分析枠組として最 も

適当な もの と判断 され る。そ して す で に、わ れ わ れ は

共分散構造方程式 モ デル （LISREL ） の 原初的形

態で あ る確証的因子分析 を用 い て 、日本の データ の 3

者間 相 関 を検討 して きて い る （吉川 ・尾 嶋 ・直井

1992，　1994： 吉川 1993，
　1994） 。 図 1 は こ う した分析

モ デル の一
例を示 した もの で ある 。

図 1　 権 威主義的伝統 主義の 親子 3 者 関 係
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　そ して さ らに 今回は、こ れと全 く同様の 確証的因了
・

分析の枠組を、ア メ リカの デ
ー

タに も適用 し、3者相

関の 様態を日米で 比較 して みた （表 2 参照 ） 。

表 2　 権威圭義的伝 統主義の 親子 3者関係 の 日米比較

　　関係

デー
タ

母子間 父子間 父母問 適合度

κ
2
／d．f，

ア メ リカ ．43 ．40 ．47467 ／346
＝1．35

．日本 ．29 ．19 ．405 了2／346
三1，65

　これに よ り、 権威主義的伝統主義に 関して は、70年

代の ア メ リカで は 、 親子 3 者は 岡様に 親密な関係に

あ っ たが、90年代の 日本では世代間関係は夫婦間ほ ど

親密 ではな い こ と、そ して 、日本の デ r 夕 で は確か に

母子 関係 は 父子 関係 よ り も親密 で あ る こ と な と
’
が 明 ら

か に な る 。

議論

　紙幅 の限界か らで こ こ で は分柝結果 の 提示は
・一一
例 に

止め た が、発表で は こ の 他 に、集団同調性、自己確信

性 、不安感 の 3 者 間相 関 の 国際比較 の 結果を提示 し、

系統的な整理 の 後、総合的に 議論を展開す る 。
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